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青山学院教育方針 

 

青山学院の教育は 

キリスト教信仰にもとづく教育をめざし、 

神の前に真実に生き 

真理を謙虚に追求し 

愛と奉仕の精神をもって 

すべての人と社会とに対する責任を 

進んで果たす人間の形成を目的とする。 

 

 

青山学院大学の理念 

 

青山学院大学は、「青山学院教育方針」に立脚した、 

神と人とに仕え社会に貢献する 

「地の塩、世の光」としての教育研究共同体である。 

本学は、地球規模の視野にもとづく正しい認識をもって 

自ら問題を発見し解決する知恵と力をもつ人材を育成する。 

それは、人類への奉仕をめざす自由で幅広い学問研究を通してなされる。 

本学のすべての教員、職員、学生は、 

相互の人格を尊重し、建学以来の伝統を重んじつつ、 

おのおのの立場において、時代の要請に応えうる大学の創出に努める。 

 

 

大学院の目的 

 

青山学院大学大学院は、キリスト教精神に基づき、高度かつ専門的な学術の理論及び応用を研究、

教授し、その深奥を究め、もって人と社会に奉仕し、文化の進展に寄与することを目的とする。 
 

 

教育人間科学研究科の教育研究上の目的 

 

(1) 教育学専攻では､青山学院大学（以下「本学」という。）教育人間科学部教育学科における 

教育の基礎の上に専門の学術を研究し、人間社会に関する深い学識と研究能力を養い、教育につ 

いての諸理論をはじめとする隣接諸科学の知を総合して、優れた教育者、養育者、研究者の人材 

育成を目的とする。特に博士前期課程においては、研究能力及び高度の専門性を要する職業等に 

必要な能力を養うことを目的とし、博士後期課程においては、研究者として自立して研究活動を 

行うとともに、高度な専門職に必要な研究能力と資質、及びその基礎となる豊かな学識を養うこ 

とを目的とする。 

(2) 心理学専攻では､博士前期課程においては、心理学に関する専門家としての基礎的学識と研 

究能力を養成するとともに、倫理観の熟成を伴った専門的かつ実践的な知識・技能の獲得を支援 

し、社会への多様な貢献を図ることを目的として研究指導を行う。博士後期課程においては、心 

理学に関するいっそう高度の専門的な学術研究をし、研究の成果を国内外に発表するとともに学 

位論文を仕上げ、実践的素養をあわせ持つ優れた研究者として、国内外の大学、研究機関等で活 

躍できる人材を育成することを目的とする。 
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教育学専攻博士前期課程 

アドミッションポリシー（入学者受入れの方針） 

知識・技能 

・ 教育学の基礎知識を修得するとともに、学術的な研究もしくは専門的職能の追求を遂行する能力を備

え、本専攻の教育課程および教育・研究の指導体制に従って学修と研究を進めて、それぞれの修学目

的を達成する見込みのある者。 

思考力・判断力・表現力 

・ 本専攻が目的とする専門性を備えた優れた研究者、教育者、養育者の人材養成を実現する見込みのあ

る者。 

意欲・関心・態度 

・ 学術的な研究もしくは専門的職能の追求を遂行する基本姿勢を備え、教育学に関する研究の進展ある

いは教育学ならびに隣接諸科学を基盤とする専門的実践者としての熟達を通して、社会に貢献するこ

とを目的とする者。 

合否判定の方法および基準 

筆記試験においては、本専攻博士前期課程の教育課程および教育・研究の指導体制に従って修学目的を

達成するのに必要な教育学の基礎知識、英語力、思考力および論述力について主に評価・判定する。ま

た面接において、学術的な研究もしくは専門的職能の追求を遂行する基本姿勢を備え、研究計画の準備

ができていることを確認したうえで、総合的に評価・判定する。 

 

教育学専攻博士後期課程 

アドミッションポリシー（入学者受入れの方針） 

知識・技能 

・ 大学院博士前期課程もしくは修士課程修了相当の教育学の知識や技能を修得しており、学術的な研究

もしくは専門的職能の追求を主体的に遂行する能力を備え、本専攻の教育課程および教育・研究の指

導体制に従って学修と研究を進めて、それぞれの修学目的を達成する見込みのある者。 

思考力・判断力・表現力 

・ 本専攻が目的とする高度な専門性を備えた優れた研究者、教育者、養育者の人材養成を実現する見込

みのある者。 

意欲・関心・態度 

・ 学術的な研究もしくは専門的職能の追求を主体的に遂行する基本姿勢を備え、教育学あるいは教育学

ならびに隣接諸科学に関する高度な研究の進展もしくはそれらを基盤とする高度な専門的実践者とし

ての熟達を通して、社会に積極的に貢献することを目的とする者。 

合否判定の方法および基準 

筆記試験においては、本専攻博士後期課程の教育課程および教育・研究の指導体制に従って修学目的を

達成するのに必要な教育学の知識、高度な英語力を主に評価・判定し、修士論文審査においては本専攻

の学位論文等審査基準（『大学院要覧』参照）に基づき評価する。また面接において、学術的な研究もし

くは専門的職能の追求を主体的に遂行する基本姿勢を備え、研究計画の準備が十分にできていることを

確認したうえで、総合的に評価・判定する。 

 

心理学専攻博士前期課程 

アドミッションポリシー（入学者受入れの方針） 

知識・技能 

・ 心理学研究に不可欠な、専門的基礎知識、語学力を身につけている。 
思考力・判断力・表現力 

・ 心理学研究遂行に必要な倫理的判断力、思考力および表現力を身につけている。 
意欲・関心・態度 

・ 心理学に関する専門家として社会へ貢献する目標を持っている。 
・ 本専攻の教育課程および教育・研究の指導体制に従って学術の研究を進め、それぞれの修学目的を達

成する見込みがある。 
・ 他者と協同して教育・研究・実践にあたれる。 
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合否判定の方法および基準 

入学志願者が本専攻での学修において求められる知識・技能、思考力・判断力・表現力、意欲・関心・

態度等を有しているかを、出願時の提出書類および筆記試験・面接試験の結果から、総合的に評価・判

定する。 

 

心理学専攻博士後期課程 

アドミッションポリシー（入学者受入れの方針） 

知識・技能 

・ 心理学研究に不可欠な、専門的基礎知識、豊かな語学力を身につけている。 
思考力・判断力・表現力 

・ 心理学研究遂行に必要な倫理的判断力、思考力および表現力を身につけ、研究論文や実践に反映して

いる。 
意欲・関心・態度 

・ 心理学に関する専門家として社会へ貢献する目標をさらに高い目標へと改変している。 
・ 本専攻の教育課程および教育・研究の指導体制に従って学術の研究を進め、それぞれの修学目的を達

成する見込みがある。 
・ 他者と協同して教育・研究・実践にあたってきた実績をさらに発展できる。 

合否判定の方法および基準 

入学志願者が本専攻での学修において求められる知識・技能、思考力・判断力・表現力、意欲・関心・

態度等を有しているかを、出願時の提出書類および筆記試験・面接試験の結果から、総合的に評価・判

定する。 

 

➢ 教育人間科学研究科および各専攻のディプロマポリシー（修了認定・学位授与の方針）、カリキュラ

ムポリシー（教育課程編成・実施の方針）は以下の本学ホームページにてご確認ください。 

 

https://www.aoyama.ac.jp/faculty/ephs/ 

https://www.aoyama.ac.jp/faculty/ephs/
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学位 

 教育人間科学研究科 

教育学専攻   修士（教育学）  博士（教育学）、博士（学術） 

心理学専攻       修士（心理学）  博士（心理学） 
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一般的注意事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 本大学院の授業は、青山キャンパスで実施します。 
2. 教育学専攻ならびに心理学専攻それぞれ博士前期課程は昼夜開講制ですが、夜間や土曜日のみの履修

では、本課程を修了することはできません。 

3. 障がいや疾病、怪我などにより受験及び修学上の合理的配慮が必要な場合、「障がいのある学生の受

入れ方針」に基づき、受験時に合理的配慮を提供します。合理的配慮を希望する方は、出願期間前に

学務部教務課教育人間科学研究科担当に問い合わせてください。なお、場合によっては健康診断書等

の提出を求めることがあります。 

4. 本大学院では既に他の大学院で修得した単位を本学の単位として認定する制度がありますので、希望

者は申し出てください(ただし、入学年度の4月初頭に限ります)。 

5. 卒業見込みで出願していた者で、2026年3月末日までに卒業できなかった場合は、入学資格を満たせ

なかったことになりますので、入学手続を完了していても本大学院に入学することはできません。 

6. 受験、入学手続などに関する問い合わせは、学務部教務課教育人間科学部大学院事務[直通 03（3409）
9528]にしてください。ただし、合否に関する問い合わせには一切応じません。 

7. 博士前期課程教育学専攻は、専修免許状〔幼稚園・小学校・中学校（国語・社会・英語）・高等学校

（国語・地理歴史・公民・英語）〕の課程の認定を受けています。 

8. 教育職員免許状や各種資格（司書教諭、司書、社会教育主事、学芸員）の取得に関する不明点につい

ては、出願前に教職支援センター[直通電話 03（3409）9634]に問い合わせてください。 

9. 試験当日、学校保健安全法で出席の停止が定められている感染症に罹患し治癒していない者は、他の 

  受験者への感染のおそれがありますので、原則として受験をご遠慮願います。ただし、病状により 

  学校医その他の医師において伝染のおそれがないと認めたときは、この限りではありません。なお、 

   上記により受験をご遠慮いただいた場合でも、追試験などの措置、入学検定料の返還は行いません。 

10. 年末年始期間（2025年12月23日～2026年1月4日）は、出願に関する各種問い合わせについては対応 

できませんのでご注意ください。 

11. 入学試験に関するお知らせは以下本学大学ホームページにてお知らせいたします。 

http://www.aoyama.ac.jp/admission/graduate/ 

授業実施キャンパス 

 授業は、青山キャンパス（東京都渋谷区渋谷4－4－25）で実施します。 

授業時間（授業科目配置時間帯）について          

時

限 
第 1 時限 礼拝 第 2時限 昼休み 第 3時限 第 4時限 第 5時限 第 6 時限 第 7 時限

* 

時

間 

9：00 
～ 

10：30 

10：30 
～ 

11：00 

11：00 
～ 

12：30 

12：30 
～ 

13：20 

13：20 
～ 

14：50 

15：05 
～ 

16：35 

16：50 
～ 

18：20 

18：30 
～ 

20：00 

20：10 
～ 

21：40 

            *教育学専攻のみ 

二重学籍等 

本学学生は、他大学大学院及び本学の他研究科又は他専攻、並びに他大学および本学の学部と併せ 
て在学することはできない。ただし、特段の事情がある場合には、当該研究科教授会の議を経たのち、 
学長の承認を得てこれを許可することがある。 
 また、他大学大学院を修了又は修了見込の者は、成績証明書及び修了証明書又は修了見込証明書を 
提出のこと。 
 
 出願書類への虚偽の記載や証明書等の偽造が確認された場合は、入学試験の結果を無効とし、入学後

であっても遡って入学の資格を取り消すことがあります。その場合、提出された書類およびそれまで

に納入された費用については返還しません。 

http://www.aoyama.ac.jp/admission/graduate/
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2026年度 教育人間科学研究科 学生募集要項 

 

《入試共通事項》 

 

募集人員 

 

博士前期課程 

教育学専攻      6 名 <社会人入試(秋)・(春)>および<一般入試(秋)・(春)>を含む 

心理学専攻 〔心理学ｺｰｽ・臨床心理学ｺｰｽ〕を合わせて 6名* 

                                 *<社会人入試>および<一般入試(秋)・(春)>を含む 

博士後期課程 

教育学専攻          2名 

心理学専攻          2名 
 

出願手続 
 

1. 出願は、すべて郵送受付とします。 

出願の際は、出願書類および入学検定料の振込通知書を封筒に入れ、本学所定の出願用封筒表紙を封

筒に貼付のうえ、郵便局窓口で簡易書留･速達郵便扱いの手続きをして郵送してください。 

2. 出願受付後、受験票を本人宛にお送りいたします。 

受付事務・郵便事情等により受験票の返送が多少遅れることがあります。なお、入学試験日の３日前

までに受験票が未着の場合は学務部教務課教育人間科学部大学院事務に問い合わせてください。 

3. 一旦受け付けた出願書類、入学検定料は返還しません。 

4. 書類・入学検定料不備のものおよび受付最終日を過ぎた消印のものは受理せず返送します。 

5. 授業料後払い制度の利用を希望する方（博士前期課程のみ、但し、外国人留学生（在留資格が「留学」

の方）は申請対象外）は、出願期間中に授業料納付猶予手続きを取ってください。詳細は、P-16掲載

の申請要項のURLもしくはQRコードを参照ください。 

 

出願書類 
 

1. 入学志願票(カラー写真貼付) 本学所定用紙<様式①>-1、<様式①>-2* *志願者自身が作成した文章 

で提出してください。人口知能等が自動作成した文章や他者が作成した文章での提出を禁じます。 

2. 受験票・写真票・宛名ラベル用紙 （本学所定用紙）  

必要事項を記入のうえ受験票・写真票・宛名ラベル用紙をそれぞれ切り取り線で切り離して提出して

ください。  

宛名ラベル用紙には送付先住所・氏名・志願研究科・専攻を明記してください。（受験番号は記入不 

要）受験票送付および合格者受験番号一覧送付時、この宛名ラベル用紙を使用して郵送します。 

3. カラー写真2枚（縦4㎝×横3㎝、入学志願票および写真票に貼付）※裏面には、氏名を明記のこと。 
入学手続の際に別途提出する学生証用の写真も、出願時と同じ写真を提出してください。 

4. 入学検定料の「収納証明書」または「振込通知書（大学院提出用：金融機関の収納印の押されたもの）」  

①（コンビニエンスストアまたはクレジットカードで支払う場合） 

支払いの際に発行される「取扱明細書」または「取扱明細書兼領収書」の「収納証明書」を、貼付

用紙（本学所定用紙）に貼り付け提出してください。 

  ②（金融機関から振込む場合） 

金融機関窓口で入学検定料を振り込んだ際に受け取った「振込通知書(大学院提出用)」を、貼付用

紙(本学所定用紙)に貼り付け提出してください。なお、金額が訂正されたものや収納印がないもの

は無効です。 
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5. （博士前期課程に出願の場合）出身大学の ①卒業(見込)証明書* ②成績証明書* 

  *（本学出身者の場合は学務部教務課で代理発行する為、提出は不要です。） 

（博士後期課程に出願の場合）大学院（修士・博士前期課程）の ①修了(見込)証明書* ②成績証明書* 

注：入学志願票の学歴欄に他の博士・博士後期課程の学歴（中途・満期退学も含む）を記載した場合には、 

その（退学）証明書*と成績証明書*も提出すること。*（本学大学院出身者の場合は学務部教務課で

代理発行する為、提出は不要です。） 

・証明書原本を提出してください。（コピー不可） 

・出身大学に編入学した者や単位認定を受けた者は、以前の大学、短期大学の卒業証明書および成績 

証明書も提出してください。 

・改姓等により、証明書記載氏名が現在の氏名と異なる場合は、志願者にかかわる証明書として確認 

できませんので、氏名変更(改姓等)の事実が確認できる証明書(戸籍抄本等)を提出してください。 

  ・証明書が日本語または英語でない場合は、公的機関による証明を受けた日本語または英語の訳文を

付してください。 

6. 大学改革支援･学位授与機構に学位を申請して学位を取得した者または学位取得見込みの者は、次の

証明書を提出してください。（該当者のみ） 

  出身校の修了(見込)証明書、成績証明書、学位取得証明書または学位申請にかかわる証明書。 

7．外国籍者は、以下①②のいずれかを提出してください。 
①住民票（在留資格、在留期間等、在留期間等の満了の日、在留カード等の番号が記載されたもの）

②パスポート（顔写真ページ）のコピーおよび在留カード（表裏）のコピー 
      *日本に在住していない者については、パスポート（顔写真ページ）のコピーのみ提出で可。 

その際に、パスポートのコピーに被らない場所に「日本に在住していない」と記載してください。 
8. 研究計画書*（以下の入試志願者のみ提出）*志願者自身が作成した文章で提出してください。 

人口知能等が自動作成した文章や他者が作成した文章での提出を禁じます。 

  教育学専攻 博士前期課程<社会人入試・一般入試>：本学所定用紙<様式②>-1、<様式②>-2を使用

してください。 

  心理学専攻 博士前期課程<社会人入試>：（所定用紙なしA4版、1,000字程度） 

教育学専攻 博士後期課程<一般入試>：本学所定用紙<様式②>-1、<様式②>-2を使用してください。 

9. 卒業論文（心理学専攻志願者で分野を問わず、卒業論文を書いた者のみ提出）* 
    *返却しないので、必ずコピーしたものを同封してください。ただし、本学所定の封筒に入らない場 

合は、卒業論文のみ別送してください。（本学教育学科および心理学科出身者は、提出不要） 
10. 修士論文（博士後期課程志願者のみ提出）** 
    **返却しないので、必ずコピーしたものを３部、他の出願書類とは別に送付してください。      
  **教育学専攻志願者は、論文要旨も３部、修士論文とともに提出してください。なお、修士論文以

外に博士後期課程での研究計画に関係する論文等がある場合には、それも１部提出してください。 
（本学大学院博士前期課程出身者が同一専攻の博士後期課程に出願する場合は、提出不要） 

 

個人情報の取扱いについて  

出願に際してお知らせいただいた住所、氏名、電話番号、生年月日等の個人情報は、①出願受付、

②入学試験実施、③合格発表、④入学手続とこれに付随する業務を行うために利用します。 
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入学検定料 35,000円 
 

1.支 払 方 法 

①コンビニエンスストアまたはクレジットカードでのお支払 

10ページ「コンビニ端末での入学検定料支払方法」または、11ページ「クレジットカードでの検定 

料支払方法」を参照のうえ，お支払ください。 

②金融機関からのお振込 

所定の振込依頼書を使用し、郵便局・ゆうちょ銀行以外の国内の金融機関窓口より振り込んでくだ

さい(ATM・インターネットバンキング等は不可)。 

願書受付期間を過ぎてからは振り込みできません。なお、金融機関窓口営業時間にご注意ください。 

2. 振込通知書(大学院提出用)は、所定の用紙に貼付し、出願書類に同封してください。 

なお、金額が訂正されたものや収納印がないものは無効です。 

3. 出願受付後、入学検定料は返還いたしません。振り込んだが出願しなかった場合は、学務部教務課

教育人間科学部大学院事務にて返金の手続をしてください。 
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願書受付期間（全て受付期間最終日消印有効です。期限を過ぎた消印のものは、受理しません。 

海外からの郵送の場合は出願期間内に到着するようにお送りください。） 
 

課 程 専 攻 入試種別 願書受付期間 

博士前期 

教 育 学 

社会人(秋) 
一般(秋) 

2025年 9月 1日（月）～ 3日（水） 

社会人(春) 
一般(春) 

2026年 1月 6日（火）～ 9日（金） 

心理学 
（心理学コース） 

社会人 
一般(秋) 

2025年 8月28日（木）～ 9月 1日（月） 

一般(春) 2026年 1月 6日（火）～ 9日（金） 

博士後期 
教 育 学 

  一般 2026年 1月 6日（火）～ 9日（金） 
心 理 学 

 

試験についての注意事項 
 

1. 試験は青山キャンパスで実施します。 

2. 試験場は試験当日「大学院掲示板」(17号館2階)に掲示します。 

3. 受験者は、試験開始10分前までに試験場に入室してください。筆記試験については、受験番号ラベル

により受験者ごとの着席位置が指定されていますので、自分の受験番号ラベルが貼付された位置に着

席してください。 

4. 試験開始から20分以上遅刻した者は、受験することができません。 

5. 筆記試験は、出願した専攻ごとに課されたすべての試験科目を受験してください。1科目でも欠席し

た場合は棄権とみなします。また、筆記試験を受験していない者は、面接（口述試験）を受験するこ

とはできません。 

6. 試験当日は、受験票を必ずお持ちください。万一紛失した場合は、再発行しますので、学務部教務課

教育人間科学部大学院事務へご連絡(試験当日は来室して)ください。 

 
試験実施日 
 

課 程 専 攻 入試種別 試験実施日 

博士前期 

教 育 学 

社会人（秋） 
一般(秋) 

筆記・面接 2025年10月11日（土） 

社会人（春） 
一般(春) 

筆記・面接 2026年 2月20日（金） 

心理学 
（心理学コース） 

社会人 
一般(秋) 

第1次   2025年 9月20日（土） 
第2次  2025年 9月27日（土）※ 

一般(春) 
第1次  2026年 2月20日（金） 
第2次  2026年 2月27日（金）※ 

博士後期 
教 育 学 

 一般 
筆記・面接 2026年 2月20日（金） 

心 理 学 
第1次  2026年 2月20日（金） 
第2次  2026年 2月27日（金）※ 

        ※なお、第2次試験は、第1次試験合格者のみ受験することができる。 
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合格発表についての注意事項 

 

1. 合格発表（心理学専攻は第1次合格発表及び第2次合格発表）は、大学ホームページおよび郵送（合格者

受験番号一覧の送付）により行います。郵送による合格発表は、合格発表日に速達郵便にて合格者受験

番号一覧を発送することにより行います。 

2. 合格者（心理学専攻については、第2次合格者）には、合格者受験番号一覧とともに入学手続書類を 

郵送します（不合格者への通知はございません）。 

 

合格発表日 
 

課 程 専 攻 入試種別 合格発表日 

博士前期 

教 育 学 

社会人（秋） 
一般(秋) 

     2025年10月17日（金） 

社会人（春） 
一般(春) 

     2026年 2月27日（金） 

心理学 
（心理学コース） 

社会人 
一般(秋) 

第1次 2025年 9月24日（水） 
第2次 2025年10月 3日（金） 

一般(春) 
第1次 2026年 2月25日（水） 
第2次 2026年 3月 2日（月） 

博士後期 
教 育 学 

 一般 
     2026年 2月27日（金） 

心 理 学 
第1次 2026年 2月25日（水） 
第2次 2026年 3月 2日（月） 

*合格発表は大学ホームページ・郵送により行います。郵送は合格発表日時に速達郵便にて発送します。 

 

入学手続 入学手続はすべて郵送となります。（締切日消印有効） 
 
入学手続締切日：社会人・一般入試（秋季実施分）  

第1次入学手続締切日  2025年11月14日(金) 

第2次入学手続締切日  2026年 3月 6日(金) 

社会人・一般入試（春季実施分）  
入学手続締切日     2026年 3月 6日(金) 

 
 

1. 合格者には、入学手続書類を郵送します。入学手続要項にしたがい、入学手続締切日までに手続を完

了してください。 

2. 入学手続（秋季入試）は、第1次入学手続と第2次入学手続に分かれています。第1次・第2次それぞれ

所定の入学手続納入金を納め、それぞれ必要な書類を提出してください。第1次入学手続、第2次入学

手続ともに完了しない場合、合格は無効となりますのでご注意ください。 

3. 入学手続に際しては入学手続納入金（15ページの「学費等の内訳および入学手続納入金」参照）の他

に以下のものが必要になります。詳細は入学手続要項を参照してください。 

 

  第1次入学手続時提出書類 

   ・誓約書（本学所定用紙） 

   ・振込通知書（大学院提出用：金融機関の収納印の押されたもの） 

   ・宛先記入ラベル（本学所定用紙）（第2次入学手続書類郵送用） 

・第1次入学手続完了通知ハガキ（本学所定用紙） 

 



 - 14 - 

 

 

 

第2次入学手続時提出書類 

 ・住民票または住民票記載事項証明書（最近 3 カ月以内発行のもの） 
※外国籍者は「在留資格」「在留期間等」「在留期間等の満了の日」「在留カード等の番号」が

記載された住民票及びパスポート（氏名、国籍、旅券番号を確認できるページ）のコピーと在

留カードのコピー 

   ・カラー写真1枚(縦4cm×横3cm：学生証作成用) ※出願時と同じ写真を提出してください 

・学籍資料票（本学所定用紙） 

・学生通学住所登録用紙（本学所定用紙） 

   ・振込通知書(本学所定用紙) 

   ・宛先記入ラベル（本学所定用紙）（年度初頭行事日程表等郵送用） 

   ・卒業（修了）証明書および成績証明書（いずれも卒業（修了）見込みで受験した者のみ提出） 

    成績証明書は最終学年までの成績が記載されたもの。 
    入学手続までに発行されない場合は、2026年3月末までに提出してください。 
    

 
「入学辞退願」の提出について 

  
本大学院の入学手続を完了した後、やむを得ぬ事情により入学を辞退することになった場合、「入学辞

退願」が2026年 3月31日(火) （消印有効）のものは、入学金を除く納入金を返還します。 
(1)「入学辞退願」用紙の請求先・提出先 

青山学院大学 学務部教務課教育人間科学部大学院事務  
〒150－8366  東京都渋谷区渋谷4－4－25    電話 03－3409－9528 

(2)「入学辞退願」等の提出について 
提出締切日時： 2026年 3月31日(火)  17時（窓口閉室時間） 

        郵送の場合は簡易書留郵便で上記日時消印有効 

提出書類： ①「入学辞退願」(本学所定用紙)、②「振込金受取書」 
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青山学院大学若手研究者育成奨学金（博士後期課程のみが対象） 
 

青山学院大学若手研究者育成奨学金は、青山学院大学大学院において、博士後期課程又は一貫制博士課

程に優秀な学生を受け入れ、又は若い人材の本大学院への進学意欲若しくは本大学院に在学する学生の学

修意欲を増進させ、もって本大学院の活性化を促進し、高度な専門性と研究能力を備えた社会に貢献する

若手研究者の育成に資することを目的とする給付奨学金の制度です。※貸与奨学金ではありません。 

 

奨学金概要 

 

奨学給付金額 

年間授業料相当額 

 

給付方法 

各学年の学費納付時において、年間授業料相当額の納付を免除 ※学費一部負担あり 
 

給付期間 

博士後期課程の標準修業年限 

一貫制博士課程の3年次～5年次（3年間） 

 

申請期間 

各研究科の出願受付期間に準ずる 

 

申請方法 

入学志願票の所定欄に記入 

 

採用者の決定 

選考結果の通知 入学試験合否発表時 

 

申請資格 

2026年度以降において次の（1）～（3）のすべての条件を満たしている者 

(1) 次のいずれかの条件を満たす者 

イ 本大学院の博士後期課程に入学する者 

ロ 本大学院の一貫制博士課程の3年次に編入学する者 

ハ 本大学院の一貫制博士課程に在学する者で、3年次に進級するもの 

(2) 奨学金の給付を受ける初年度の初日の前日において、満30歳未満である者 

(3) 国費留学生でない者 

 

※「青山学院大学経済支援給付奨学金」「青山学院万代基金給付奨学金」等、他の学内給付奨学金との 

併給は不可です。 

以上 
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学費等 専攻により金額が異なりますので、ご注意ください。   

  

入学手続に際して必要な納入金は下表の金額です。 
 

2026年度 学費等の内訳および入学手続納入金 
                                （単位：円） 

専 攻 
費 目 

教育学 心理学 備  考 

学

費 

入学金 290,000 290,000 入学時のみ ①                                       ☆1 

授業料 217,500 217,500 年額 435,000 円(後期分 217,500 円は後期納入) 

在籍基本料 40,000 40,000 年額 80,000 円（後期分 40,000 円は後期納入） 毎年納入 

施設設備料 25,000  25,000 年額 50,000 円（後期分 25,000 円は後期納入） 毎年納入 
2 年次 前期・後期各 25,000 円 毎年納入  ② 

教育活動料  5,000  23,000 教育学：年額 10,000 円（後期分 5,000 円は後期納入）毎年納入 
心理学：年額 46,000 円（後期分 23,000 円は後期納入）毎年納入 

(小 計) 577,500 595,500  

諸

会

費 

後援会費  2,500  2,500 年額 5,000 円（後期分 2,500 円は後期納入）毎年納入 

学会費   1,500   2,000 教育学：年額 3,000 円（後期分 1,500 円は後期納入）毎年納入 
心理学：年額 4,000 円（後期分 2,000 円は後期納入）毎年納入 

校友会費 30,000 30,000 入学時のみ（注 1） ③ 

(小 計)  34,000  34,500  

入学手続納入金合計 611,500 630,000 (後期分学費等含まず)                                 ☆2 

初年度納入金合計 903,000 940,000 教育学：後期分学費等 291,500 円を含む 
心理学：後期分学費等 310,000 円を含む         ☆3 

                                           （消費税は課税されません） 

 

 
 
 
社会人・一般入試（秋季実施分） 

☆1 第1次 
入学手続納入金 290,000 290,000 

入学申込金のみ 
（第1次入学手続時に納入された入学申込金は、 
第2次入学手続時に入学金に振り替えます。） 

 
第2次 

入学手続納入金 
（学費等分割納入方式） 

321,500 340,000 
通常の納入方式 
（入学時納入金合計から第1次入学手続納入金を差し引いた金額） 
（後期分学費等は、入学後2026年 9月に納入） 

 
第2次 

入学手続納入金 
（学費等一括納入方式） 

613,000 650,000 後期分学費等を併せて納入希望の場合 
（初年度納入金合計から第1次入学手続納入金を差し引いた金額） 

 
 

 
一般入試（春季実施分） 

☆2 入学手続納入金 
（学費等分割納入方式） 

611,500 630,000 通常の納入方式 
（後期分学費等は、入学後2026年 9月に納入） 

☆3 入学手続納入金 
（学費等一括納入方式） 903,000 940,000 前後期分学費等を一括で納入希望の場合 

 

注1）校友会費は、退学・除籍の場合には、校友会本部事務局に申請し返還をうけることができます。 

注2）博士前期課程教育学専攻の者で教育職員免許状（専修免許状）取得見込みで、東京都教育委員会 

への大学一括申請の手続および専修免許状取得見込証明書の発行手続を希望する場合は、手続を 
希望する年度に教職課程料として7,000円を納入してください（申請方法、納入時期等詳細につい 
ては、入学後、「大学院要覧」にてご確認ください）。 
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備 考 

1. 入学手続時に後期分学費等を併せて納入することもできます。（通常は入学後2026年 9月に納入） 
2. 今後、経済情勢に応じ、学費等の改定が行われた場合は、在学生にも改定後の学費等を適用するこ 

とがあります。 

3. 本学の学部及び大学院博士前期(修士)課程出身者については次のとおりとします。 

①入学金 
    博士前期課程 
     本学の学部卒業（見込を含む）者ならびに本学大学院博士前期（修士）課程修了（見込を含む） 

者は、全額免除 
    博士後期課程 
     本学大学院博士前期（修士・専門職学位）課程修了（見込を含む）者は、全額免除 
   ②施設設備料 
    博士後期課程入学者 
     本学大学院博士前期（修士・専門職学位）課程修了（見込を含む）者は、全額免除 
   ③校友会費 
     本学出身者は納入不要(学部卒業（見込を含む）者および大学院修了（見込を含む）者は、 

年度にかかわらず) 
4．授業料後払い制度について（博士前期課程のみ） 

    国による大学院修士段階における「授業料後払い制度」の利用を希望する方は、以下ＱＲコードま

たはURLより申請要項を確認の上、出願期間中に必要な手続きをとってください。 

※外国人留学生（在留資格が「留学」の方）は申請対象外です。 

【申請要項ＵＲＬ】 

https://www.aoyama.ac.jp/wp-content/uploads/2025/03/af_scholarship_26atobarai1.pdf 
【申請要項ＱＲコード】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.aoyama.ac.jp/wp-content/uploads/2025/03/af_scholarship_26atobarai1.pdf
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博士前期課程 教育学専攻  

2019.12.12修正 

教 員 組 織 
(2026年度予定)               

   
◎教員組織は2026年度予定のものです。今後変更もあり得ることをご承知おきください。 

 
氏名の前の○印は研究指導（Ⅰ～Ⅳ）担当教員 

職 名 氏 名 研究指導教員の専門分野 担当科目 
教 授 ○ 岩下 誠  イギリス教育史、アイルランド教育

史、教育社会史 
 教育史研究Ⅰ･Ⅱ、同演習Ⅰ･Ⅱ 

○ 小木曽一之  応用生理学、バイオメカニクス、体

育科教育学 
 身体教育学研究Ⅰ･Ⅱ、同演習Ⅰ･Ⅱ、 

 

○ 北澤 武  教育工学、情報教育、科学教育  教育工学研究Ⅰ・Ⅱ、同演習Ⅰ・Ⅱ 

○ 小針 誠  教育社会学、教育社会史  教育社会学研究Ⅰ・Ⅱ、同演習Ⅰ・Ⅱ 

○ 米田 英嗣  教育心理学、教育認知科学  教育認知研究Ⅰ･Ⅱ、同演習Ⅰ･Ⅱ 

○ 杉谷祐美子  高等教育論、教育社会学  高等教育研究Ⅰ･Ⅱ、同演習Ⅰ･Ⅱ 

○ 杉本 卓  情報教育論、言語学習論  学習メディア研究Ⅰ･Ⅱ、同演習Ⅰ･Ⅱ 

○ 野末俊比古  図書館情報学、情報教育論、情報メ

ディア論 
 情報教育研究Ⅰ･Ⅱ、同演習Ⅰ･Ⅱ 

○ 長谷川祥子  国語科教育学  言語教育研究Ⅰ・Ⅱ、同演習Ⅰ・Ⅱ 

○ 早坂 方志 ● 特殊教育学、肢体不自由教育、重複

障害教育 
 障害児臨床教育研究Ⅰ･Ⅱ、同演習Ⅰ･

Ⅱ 

〇 平賀 伸夫  理科教育学、総合学習論、授業研究  環境教育研究Ⅰ・Ⅱ、同演習Ⅰ・Ⅱ、

教育実践調査法Ⅱ（2025年度担当） 

〇 福元真由美  幼児教育学、保育史、保育カリキュ

ラム論 
 保育学研究Ⅰ･Ⅱ、同演習Ⅰ･Ⅱ、 

○ 益川 弘如  認知科学、教育工学  認知的学習研究Ⅰ･Ⅱ、同演習Ⅰ･Ⅱ 
教育実践調査法Ⅰ 

○ 柳田 雅明  生涯学習論、成人教育論  生涯学習研究Ⅰ･Ⅱ、同演習Ⅰ･Ⅱ、教

育文献調査法Ⅰ（2025 年度担当） 
○ 山本 珠美  社会教育学、教育行政学  教育行政学研究Ⅰ・Ⅱ、同演習Ⅰ・Ⅱ 

○ 山本 美紀  音楽学、芸術文化教育論、キリスト

教文化 
 音楽教育研究Ⅰ・Ⅱ、同演習Ⅰ･Ⅱ、 

准教授 ○ 北詰 裕子  教育哲学、教育思想史  教育思想研究Ⅰ･Ⅱ、同演習Ⅰ･Ⅱ 

○ 高櫻 綾子  幼児教育学、保育学  乳幼児臨床教育研究Ⅰ･Ⅱ、同演習Ⅰ･Ⅱ 

〇 庭井 史絵  図書館情報学、学校図書館  図書館教育研究Ⅰ・Ⅱ、同演習Ⅰ・Ⅱ 

○ 山下 暁子  美術教育、教育人間学  美術教育研究Ⅰ・Ⅱ、同演習Ⅰ・Ⅱ 
教育文献調査法Ⅱ 

○○研究Ⅰ・Ⅱと○○演習Ⅰ・Ⅱは、隔年開講を原則とする。 
授業時間は、9：00 ～ 21：40 までの間に 7 コマ配置される。（昼夜開講制） 
研究指導教員の専門分野欄の● 印は、2027 年度以降、担当せず。 
兼任講師は 2019 年度実績。授業科目 
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博士前期課程  
教育学専攻 <社会人入試(秋)・（春）>共通 

 

 

出願資格 

 
Ⅰ. 既に定職についている者。 

Ⅱ. 定職についていない者で、大学卒業後、5 年を経過した者。 

※ ⅠあるいはⅡの者で下記のいずれかに該当する者。 

1. 大学を卒業した者及び 2026 年 3 月卒業見込みの者。 

2. 大学改革支援・学位授与機構から学士の学位を授与された者及び 2026 年 3 月取得見込みの者。 

3. 外国において、学校教育における 16 年の課程を修了した者及び 2026 年 3 月修了見込みの者。 

4. 外国の学校が行う通信教育における授業科目を日本において履修することにより当該外国の学校

教育における 16 年の課程を修了した者及び 2026 年 3 月修了見込みの者。 

5. 日本において、外国の大学の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けら

れた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者及び 2026 年 3

月修了見込みの者。 

6. 外国の大学その他の外国の学校(その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の政府又 

は関係機関の認証を受けたものによる評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大 

臣が別に指定するものに限る。)において、修業年限が 3年以上である課程を修了することにより、 

学士の学位に相当する学位を授与された者及び 2026 年 3 月までに授与される見込みの者。 

7. 専修学校の専門課程（修業年限が 4 年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たす

ものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者及

び 2026 年 3 月修了見込みの者。 

8. 文部科学大臣の指定した者。 

9. 本大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認め

た者で、入学時に 22 歳に達したもの。 

（注意1）：教員のメールアドレスは、問い合わせがあっても、原則として案内しておりません。なお、 

出願にあたって指導希望教員に相談したり承諾を得たりする必要はありません。 

（注意2）:上記9.により出願を希望する者は、学務部教務課教育人間科学部大学院事務に問い合わせ 

のうえ、個別の入学資格審査申請に必要な書類を、入試(秋)の場合は2025年 8月 5日(火)、 

入試(春)の場合は、2025年12月 1日(月)までに提出してください。 

（注意3）：1. 研究計画書は、出願時に提出してください。ただし、入学後承認を受ければ変更は可

能です。 

研究計画書については評価を行います。（本学所定用紙<様式②>-1、<様式②>-2を使

用してください。） 

      2. 社会人入試で入学した者は、修士論文免除の特例を選択することができますが、その 

場合は、それに代わる課題研究論文を提出しなければなりません。 

（注意4）:外国人留学生は、「日本語能力試験（N1）」（2024年度以降実施）または「日本留学試験 

(日本語) 」（2024年度以降実施）を受験している場合には、参考としますので、その結果

（前者は総合得点、後者は「読解、聴解・聴読解」と「記述」それぞれの得点）について、

本学所定用紙<様式①>-1に記してください。 
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試験科目・試験時間割 

 

 筆記試験 論 文（教育学に関するもの） 

外国語（基礎的な教育関連の英文）英和辞書の使用を許可。電子辞書使用不可。 

 面  接 

 

 
 秋季実施 

2025年10月11日(土) 
9:30 ～ 11:00 論  文 

11:30 ～ 13:00 外 国 語 

15:00 ～ 面   接 
 

 春季実施 

2026年 2月20日(金) 
9:30 ～ 11:00 論  文 

11:30 ～ 13:00 外 国 語 

15:00 ～  面  接 
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博士前期課程  
教育学専攻 <一般入試(秋)・(春) >共通 

 
出願資格 

 
1. 大学を卒業した者及び 2026 年 3 月卒業見込みの者。 
2. 大学改革支援・学位授与機構から学士の学位を授与された者及び 2026 年 3 月取得見込みの者。 

3. 外国において、学校教育における 16 年の課程を修了した者及び 2026 年 3 月修了見込みの者。 

4. 外国の学校が行う通信教育における授業科目を日本において履修することにより当該外国の学校

教育における 16 年の課程を修了した者及び 2026 年 3 月修了見込みの者。 

5. 日本において、外国の大学の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けら

れた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者及び 2025 年 3
月修了見込みの者。 

6. 外国の大学その他の外国の学校(その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の政府又 

は関係機関の認証を受けたものによる評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大 

臣が別に指定するものに限る。)において、修業年限が 3年以上である課程を修了することにより、 

学士の学位に相当する学位を授与された者及び 2026 年 3 月までに授与される見込みの者。 

7. 専修学校の専門課程（修業年限が 4 年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たす

ものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者及

び 2026 年 3 月修了見込みの者。 

8. 文部科学大臣の指定した者。 

9. 本大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認め

た者で、入学時に 22 歳に達したもの。 

（注意1）：教員のメールアドレスは、問い合わせがあっても、原則として案内しておりません。なお、 

出願にあたって指導希望教員に相談したり承諾を得たりする必要はありません。 

（注意2）:上記9.により出願を希望する者は、学務部教務課教育人間科学部大学院事務に問い合わせ 

のうえ、個別の入学資格 審査申請に必要な書類を入試(秋)の場合は2025年 8月 5日(火)、 
入試(春)の場合は、2025年12月 1日(月)までに提出してください。 

（注意3）:研究計画書は、出願時に提出してください。ただし、入学後承認を受ければ変更は可能で

す。 

研究計画書については評価を行います。（本学所定用紙<様式②>-1、<様式②>-2を使用し

てください。） 

（注意4）:外国人留学生は、「日本語能力試験（N1）」（2024年度以降実施）または「日本留学試験 

(日本語) 」（2024年度以降実施）を受験している場合には、参考としますので、その結果

（前者は総合得点、後者は「読解、聴解・聴読解」と「記述」それぞれの得点）について、

本学所定用紙<様式①>-1に記してください。 
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試験科目・試験時間割 

 

 筆記試験 論 文（教育学に関するもの。なお、教育学に関する専門知識を問う問題を含む。） 

外国語（基礎的な教育関連の英文）英和辞書の使用を許可。電子辞書使用不可。 

 面  接 

 

 秋季実施 

2025年10月11日(土) 
9:30 ～ 11:00 論  文 

11:30 ～ 13:00 外 国 語 

15:00 ～ 面   接 
 

 春季実施 

2026年 2月20日(金) 
9:30 ～ 11:00 論  文 

11:30 ～ 13:00 外 国 語 

15:00 ～  面  接 
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博士前期課程 心理学専攻 
〔心理学コース〕               

2                                         19.12.12修正 

18.12.14修正 

教 員 組 織 
(2026年度予定) 

 
◎教員組織は2026年度予定のものです。 
◎［心理学コース］のカリキュラムは，公認心理師養成に対応していません。 

 
 氏名の前の○印は研究指導（Ⅰ～Ⅳ）担当教員 

職 名 氏 名 研究指導教員の専門分野 担当科目 
教 授  入不二基義    心理学研究法演習Ⅰ･Ⅱ 

○ 上田 琢哉  臨床心理学、教育相談学  心理学研究法演習Ⅰ・Ⅱ 

○ 小俣 和義  臨床心理学、心理療法、

心理査定 
 心理学研究法演習Ⅰ･Ⅱ 

○ 坂上 裕子  発達心理学、臨床発達心

理学 
 心理学研究法演習Ⅰ･Ⅱ、生涯発達心理学研究Ⅰ･Ⅱ、同

演習Ⅰ･Ⅱ 

○ 繁桝 江里 
 

 社会心理学、組織心理

学、対人コミュニケーシ

ョン 

 心理学研究法演習Ⅰ･Ⅱ、社会心理学研究Ⅰ・Ⅱ、 
同演習Ⅰ･Ⅱ 

○ 松田いづみ  心理生理学、認知神経科

学、犯罪心理学 
 心理学研究法演習Ⅰ･Ⅱ、生理心理学研究Ⅰ・Ⅱ、

同演習Ⅰ・Ⅱ 

○ 薬師神玲子  実験心理学、認知心理

学、認知科学 
 心理学研究法演習Ⅰ･Ⅱ、認知心理学研究Ⅰ･Ⅱ、

同演習Ⅰ･Ⅱ 
准教授 ○ 沖潮満里子  臨床心理学、質的研究法  心理学研究法演習Ⅰ・Ⅱ、心の健康教育に関する

理論と実践、質的研究法演習Ⅰ 

○ 荻原 祐二  社会心理学、文化心理

学、社会文化変容 
 心理学研究法演習Ⅰ・Ⅱ、心理測定統計論Ⅰ・Ⅱ 

○ 田中 里実  臨床心理学、臨床発達心

理学、福祉心理学 
 心理学研究法演習Ⅰ･Ⅱ 

○ 森脇 愛子  発達心理学、臨床発達心

理学 
 心理学研究法演習Ⅰ･Ⅱ、発達臨床心理学研究Ⅰ・

Ⅱ、同演習Ⅰ・Ⅱ、障害者（児）心理学演習Ⅰ 

特任准教授  畠中 智惠   心理学研究法演習Ⅰ･Ⅱ、臨床心理学特講Ⅰ･Ⅱ 
助 教  長  大介   心理学研究法演習Ⅰ･Ⅱ 

 横山 舜   心理学研究法演習Ⅰ･Ⅱ 

兼担准教授  武田 美亜   応用社会心理学演習Ⅰ･Ⅱ 

兼任講師 
 

 天井 響子   教育心理学演習Ⅰ・Ⅱ 

 池田 政俊   精神医学演習Ⅱ 

 太田さつき   産業心理学研究Ⅰ、産業心理学演習Ⅰ 

 柏  淳   精神医学演習Ⅰ 

 川瀬里加子   老年心理学演習Ⅰ 

 関口 和代   産業心理学研究Ⅱ、同演習Ⅱ 
○○研究Ⅰ・Ⅱと○○演習Ⅰ・Ⅱは、隔年開講を原則とする。 
授業時間は、9：00 ～ 20：00 までの間に 6 コマ配置される。（昼夜開講制） 
兼担准教授ならびに兼任講師は 2025 年度実績。授業科目のみ担当。 
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博士前期課程  
心理学専攻〔心理学コース〕<社会人入試> 

 

 

出願資格 
 

出願時点で心理学関連の科目について32単位以上修得済みの者で、次のいずれかに該当し、該当時 

より 2 年以上経過した者。 

 心理学関連の科目については、出願前に余裕をもって問い合わせること。科目名称の中に「心理学」

もしくは「心理」が含まれているものは、心理学関連の科目とみなすが、その他の科目については、提

出されたシラバスの内容を以て、心理学関連科目に該当するか否かを判断する。 

 

1. 大学を卒業した者。 

2. 大学改革支援・学位授与機構から学士の学位を授与された者。 

3. 外国において、学校教育における 16 年の課程を修了した者。 

4. 外国の学校が行う通信教育における授業科目を日本において履修することにより当該外国の学校

教育における 16 年の課程を修了した者。 

5. 日本において、外国の大学の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けら

れた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者。 

6. 外国の大学その他の外国の学校(その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の政府又 

は関係機関の認証を受けたものによる評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大 

臣が別に指定するものに限る。)において、修業年限が 3年以上である課程を修了することにより、 

学士の学位に相当する学位を授与された者及び 2026年 3 月までに授与される見込みの者。 

7. 専修学校の専門課程（修業年限が 4 年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たす

ものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者。 

8. 文部科学大臣の指定した者 

9. 本大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認め

た者で、入学時に 22 歳に達したもの。 

（注意1）：教員のメールアドレスは、問い合わせがあっても、原則として案内はしていない。また、

出願にあたって、指導希望教員に相談したり承諾を得たりする必要はない。 

（注意2）：上記9.により出願を希望する者は、学務部教務課教育人間科学部大学院事務に問い合わ

せのうえ、個別の入学資格審査申請に必要な書類を、2025年 8月 5日(火)までに提出す

ること。 

（注意3）：1. 出願時に必ずコースを記載すること。なお、公認心理師・臨床心理士の資格取得を目

指す者は、分冊版の〔臨床心理学コース〕を選択すること。出願後のコースの変更は

一切認めない。 

2. 研究計画書は、出願時に提出すること。（所定用紙なしA4版、1,000字程度） 

なお、社会人入試で入学した者は、修士論文免除の特例を選択する事ができるが、 

その場合は、それに代わる課題研究論文を提出しなければならない。 

（注意4）：外国人留学生は、「日本語能力試験（N1）」（2024年度以降実施）または「日本留学試

験 (日本語) 」（2024年度以降実施）を受験している場合には、参考とするので、その

結果（前者は総合得点、後者は「読解、聴解・聴読解」と「記述」それぞれの得点）を、

本学所定用紙<様式①>-1に記すこと。 
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試験科目・試験時間割  
 

筆記試験 専 門 Ｂ（心理学に関する基礎知識） 

専 門 Ａ（心理学の研究に関する論述） 

論文読解（心理学関連の英語論文の読解）  

（注）辞書の使用は不可。 

  

面  接 

 

 

第1次試験 第2次試験 

2025年 9月20日(土) 
9:30 ～ 11:30 専 門 Ｂ    

12:00 ～ 13:00 専 門 Ａ 2025年 9月27日(土) 13:00 ～ 面 接 
 14:00 ～ 15:30 論文読解   

（（注意）第1次試験の合格発表は9月24日(水) 16:00に大学ホームページにて行うとともに、 
受験者に合格者受験番号一覧を郵送することにより行う。 
なお、第2次試験は第1次試験合格者のみ受験することができる。 
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博士前期課程  

心理学専攻〔心理学コース〕<一般入試(秋)・(春) >共通 

 

 
出願資格 
 

出願時点で心理学関連の科目について 32 単位以上修得済みの者で、次のいずれかに該当する者。 

心理学関連の科目については、出願前に余裕をもって問い合わせること。科目名称の中に「心理学」も

しくは「心理」が含まれているものは、心理学関連の科目とみなすが、その他の科目については、提出

されたシラバスの内容を以て、心理学関連科目に該当するか否かを判断する。 

 

 本学文学部心理学科もしくは教育人間科学部心理学科を卒業した者及び2026年3月までに本学教育人

間科学部心理学科を卒業見込みの者は、心理学関連科目 32単位以上を修得済みとみなす。 

ただし、科目名称の中に「心理学」もしくは「心理」が含まれているものは、心理学関連の科目とみなす。 

1. 大学を卒業した者及び 2026 年 3 月までに卒業見込みの者。 

2. 大学改革支援・学位授与機構から学士の学位を授与された者及び 2026 年 3 月までに取得見込みの 

者。 

3. 外国において、学校教育における 16年の課程を修了した者及び 2026年 3月までに修了見込みの者。 

4. 外国の学校が行う通信教育における授業科目を日本において履修することにより当該外国の学校

教育における 16 年の課程を修了した者及び 2026 年 3 月までに修了見込みの者。 

5. 日本において、外国の大学の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けら

れた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者及び 2026 年 3
月までに修了見込みの者。 

6. 外国の大学その他の外国の学校(その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の政府又 

は関係機関の認証を受けたものによる評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大 

臣が別に指定するものに限る。)において、修業年限が 3年以上である課程を修了することにより、 

学士の学位に相当する学位を授与された者及び 2026 年 3 月までに授与される見込みの者。 

7. 専修学校の専門課程（修業年限が 4 年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たす

ものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者及

び 2026 年 3 月までに修了見込みの者。 

8. 文部科学大臣の指定した者。 

9. 本大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認め

た者で、入学時に 22 歳に達したもの。 

（注意1）：教員のメールアドレスは、問い合わせがあっても、原則として案内はしていない。また、

出願にあたって、指導希望教員に相談したり承諾を得たりする必要はない。 

（注意2）:上記9.により出願を希望する者は、学務部教務課教育人間科学部大学院事務に問い合わせ 

のうえ、個別の入学資格審査申請に必要な書類を入試(秋)の場合は2025年 8月 5日(火)、 

入試(春)の場合は、2025年12月 1日(月)までに提出すること。 

（注意3）：出願時に必ずコースを記載すること。なお、公認心理師・臨床心理士の資格取得を目指

す者は、分冊版の〔臨床心理学コース〕を選択すること。出願後のコースの変更は一切

認めない。 

（注意4）：外国人留学生は、「日本語能力試験（N1）」（2024年度以降実施）または「日本留学試

験 (日本語) 」（2024年度以降実施）を受験している場合には、参考とするので、その

結果（前者は総合得点、後者は「読解、聴解・聴読解」と「記述」それぞれの得点）を、

本学所定用紙<様式①>-1に記すこと。 
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試験科目・試験時間割 

 

筆記試験 専 門 Ｂ（心理学に関する基礎知識） 

専 門 Ａ（心理学の研究に関する論述） 

論文読解（心理学関連の英語論文の読解）  

（注）辞書の使用は不可。 

 面  接 

 
秋季実施 

第1次試験 第2次試験 

2025年 9月20日(土) 
9:30 ～ 11:30 専 門 Ｂ    

12:00 ～ 13:00 専 門 Ａ 2025年 9月27日(土) 13:30 ～ 面 接 
 14:00 ～ 15:30 論文読解   

（（注意）第1次試験の合格発表は9月24日(水) 16:00に大学ホームページにて行うとともに、 
        受験者に合格者受験番号一覧を郵送することにより行う。 

なお、第2次試験は第1次試験合格者のみ受験することができる。 
 

 
春季実施 

第1次試験 第2次試験 

2026年 2月20日(金) 
9:30 ～ 11:30 専 門 Ｂ    

12:00 ～ 13:00 専 門 Ａ 2026年 2月27日(金) 13:30 ～ 面 接 
 14:00 ～ 15:30 論文読解   

（（注意）第1次試験の合格発表は2026年 2月25日(水) 13:00に大学ホームページにて行うとともに、 
受      受験者に合格者受験番号一覧を郵送することにより行う。 
な      なお、第2次試験は第1次試験合格者のみ受験することができる。 
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博士後期課程 教育学専攻  
                                      2019.12.12修正

018.12.14修2正 

教 員 組 織 
(2026年度予定) 

 
◎教員組織は2026年度予定のものです。今後変更もあり得ることをご承知おきください。 

 
   
 研究指導（Ⅴ～Ⅹ）担当教員 

職名 氏名 研究指導教員の専門分野 担当科目 
教授 岩下 誠  イギリス教育史、アイルランド教育史、教育

社会史 
教育史特別演習Ⅰ･Ⅱ 

小木曽 一之  応用生理学、バイオメカニクス、体育科教育学 身体教育学特別演習Ⅰ・Ⅱ 

北澤 武  教育工学、科学教育 教育工学特別演習Ⅰ・Ⅱ 

小針 誠  教育社会学、教育社会史 教育社会学特別演習Ⅰ・Ⅱ 

米田 英嗣  教育心理学、教育認知科学 教育認知特別演習Ⅰ・Ⅱ 

杉谷 祐美子  高等教育論、教育社会学 高等教育特別演習Ⅰ･Ⅱ 

杉本 卓  情報教育論、言語学習論 学習メディア特別演習Ⅰ･Ⅱ 

野末 俊比古  図書館情報学、情報教育論、情報メディア論 情報教育特別演習Ⅰ･Ⅱ 

長谷川 祥子  国語科教育学 言語教育特別演習Ⅰ・Ⅱ 

早坂 方志 ● 特殊教育学、肢体不自由教育、重複障害教育 障害児臨床教育特別演習Ⅰ・Ⅱ 

平賀 伸夫  理科教育学、総合学習論、授業研究 環境教育特別演習Ⅰ・Ⅱ 

福元 真由美  幼児教育学、保育史、保育カリキュラム論 保育学特別演習Ⅰ・Ⅱ 
益川 弘如  認知科学、教育工学 認知的学習特別演習Ⅰ・Ⅱ 
柳田 雅明  生涯学習論、成人教育論 生涯学習特別演習Ⅰ･Ⅱ 
山本 珠美  社会教育学、教育行政学 教育行政学特別演習Ⅰ・Ⅱ 

山本 美紀  音楽学、芸術文化教育論、キリスト教文化 音楽教育特別演習Ⅰ・Ⅱ 
 研究指導教員の専門分野欄の●印は、2027 年度以降、担当せず。 
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博士後期課程  

教育学専攻 <一般入試> 

 

 
出願資格 

 
1. 修士の学位又は専門職学位を有する者及び 2026 年 3 月取得見込みの者。 

2. 外国において、修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び 2026 年 3 月取得見 

込みの者。 

3. 文部科学大臣の指定した者。 

4. 日本において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付け 

られた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し、修士の学位又は 

専門職学位に相当する学位を授与された者及び 2026 年 3 月取得見込みの者。 

5. 本大学院において、個別の入学資格審査により、修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上 

の学力があると認めた者で、入学時に 24 歳に達したもの。 

（注意1）：出願に関して、あらかじめ指導を希望する教員の承認を得た者。 

（注意2）：上記5.により出願を希望する者は、学務部教務課教育人間科学部大学院事務に問い合わせ 

のうえ、個別の入学資格審査申請に必要な書類を、2025年12月 1日(月)までに提出してく 

ださい。 

（注意3）：研究計画書は、出願時に提出してください。ただし、入学後承認を受ければ変更は可能

です。 

      研究計画書については合否判定の資料とします。（本学所定用紙<様式②>-1、<様式②>-2 

を使用してください。） 

      

 

試験科目・試験時間割 

 

 筆 記 試 験 

   外 国 語 （教育関連の英文）英和辞書の使用を許可。電子辞書使用不可。 

 

修士論文審査 （論文要旨も3部提出すること。7ページ参照） 

 

 面 接 

 
 

 

2026年 2月20日(金) 
9:30 ～ 11:00 外 国 語 

13:00 ～ 面  接 
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博士後期課程 心理学専攻  

                                      22.12修正 

2018.12.14修正 
教 員 組 織 
(2026年度予定) 

 
◎教員組織は2026年度予定のものです。今後変更もあり得ることをご承知おきください。 

 
   
 氏名の前の○印は研究指導（Ⅴ～Ⅹ）担当教員 

職 名 氏 名 研究指導教員の専門分野 担当科目 
教 授  入不二基義 ●   心理学研究法特別演習Ⅰ･Ⅱ 

○ 上田 琢哉  臨床心理学、教育相談学  心理学研究法特別演習Ⅰ･Ⅱ 

○ 小俣 和義  臨床心理学、心理療法、心理

査定学 
 心理学研究法特別演習Ⅰ･Ⅱ 

○ 坂上 裕子  発達心理学、臨床発達心理学  心理学研究法特別演習Ⅰ･Ⅱ 

○ 繁桝 江里  社会心理学、組織心理学、対

人コミュニケーション 
 心理学研究法特別演習Ⅰ･Ⅱ 

〇 松田いづみ  心理生理学、認知神経科学、

犯罪心理学 
 心理学研究法特別演習Ⅰ･Ⅱ 

○ 薬師神玲子  実験心理学、認知心理学、認

知科学 
 心理学研究法特別演習Ⅰ･Ⅱ 

准教授  沖潮満里子   心理学研究法特別演習Ⅰ･Ⅱ 

 荻原 祐二   心理学研究法特別演習Ⅰ･Ⅱ 

 田中 里実   心理学研究法特別演習Ⅰ･Ⅱ 

 森脇 愛子   心理学研究法特別演習Ⅰ･Ⅱ 

特任准教授  畠中 智惠   心理学研究法特別演習Ⅰ･Ⅱ 
助 教  長  大介   心理学研究法特別演習Ⅰ･Ⅱ 

 横山 舜   心理学研究法特別演習Ⅰ･Ⅱ 
研究指導教員の専門分野欄の●印は 2027 年度以降、担当せず。 
准教授・助教は授業科目のみ担当。 
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博士後期課程  

心理学専攻 <一般入試> 

 

 
出願資格 
 

1. 修士の学位又は専門職学位を有する者及び 2026 年 3 月取得見込みの者。 

2. 外国において、修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び 2026 年 3 月取得 

見込みの者。 

3. 文部科学大臣の指定した者。 

4. 日本において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置 

付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し、修士の 

学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び 2026 年 3 月取得見込みの者。 

5. 本大学院において、個別の入学資格審査により、修士の学位又は専門職学位を有する者と同等 

以上の学力があると認めた者で、入学時に 24 歳に達したもの。 

（注意1）: 出願に関して、あらかじめ指導を希望する教員の承認を得た者。 

（注意2）: 上記5.により出願を希望する者は、学務部教務課教育人間科学部大学院事務に問い 

合わせのうえ、個別の入学資格審査申請に必要な書類を、2025年12月 1日(月)までに 

提出してください。 

      

 

試験科目・試験時間割 

 

 筆 記 試 験  

論 文 読 解（心理学関連の英語論文の読解） 

英作文または統計学（いずれか1つを選択し、志願票・受験票・写真票の所定欄に明記のこと） 

（注）辞書の使用は不可。 

 

修士論文審査（7ページ参照） 

 

 面 接 

 
 

第1次試験 第2次試験 

2026年 2月20日(金) 
9:30 ～ 11:00 論 文 読 解 

2026年 2月27日(金) 13:00 ～ 面 接 
11:30 ～ 13:00 英作文または統計学 

注（注意）第1次試験の合格発表は2026年 2月25日(水) 13:00に大学ホームページにて行うとともに、 
受験者に合格者受験番号一覧を郵送することにより行う。 
なお、第2次試験は第1次試験合格者のみ受験することができる。 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

地の塩、世の光 
The Salt of the Earth, The Light of the World 

【青山学院スクール・モットー】 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

青山学院大学大学院 
〒150-8366 東京都渋谷区渋谷 4-4-25 

電話：03（3409）9528（学務部教務課教育人間科学部大学院事務直通） 
 
 
 
 
 
 



2026年度

<様式①>-1

※記入不要

課　程

研究科

専　 攻

コース

　写真貼付

生年月日　(西暦)　　　　　　年　　　月　　　日　　（　　　　歳）

　現住所 〒 -
6. カラー写真

電話番号 （ ）

＠ （ ）

　学歴 （高等学校以降のすべての学歴を記入すること）

高等学校
（西暦）

年　　　月　　卒業

大学　　　　　　　　　　　　　　　　　学部 学科 年　　　月　　入学

大学　　　　　　　　　　　　　　　　　学部 学科 年　　　月　　卒業  ・ 卒業見込

　職歴 （非常勤・アルバイト・嘱託等は、記入の必要はない）
（西暦）

年　　　月　～　　　　　　　年　　　月　退職 ・ 在職

年　　　月　～　　　　　　　年　　　月　退職 ・ 在職

本学出身者は必ず下欄を記入してください。

以下は、外国人留学生の方で受験している場合に記入してください。

　　　　　　　年　　　　月
　記述：

試験名

　日本語能力試験（N1）

受験した年月 得点

　　　　　　　年　　　　月 　総合得点：

　読解、聴解・聴読解：
　日本留学試験 (日本語)

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 携帯電話番号

　学生番号
演習担当者

又は指導教員

氏　　名

1. ４×３ｃｍ枠なし
2. 上半身正面脱帽

3. 最近３カ月以内
　  撮影のもの

都 ・ 道 ・ 府 ・ 県
（外国籍の場合は国籍を記入）

4. 全面糊付け
5. 裏面に氏名記入

 * 若手研究者育成奨学金（博士後期課程のみが対象)

 心理学専攻
 博士前期課程は記入 給付を希望

（どちらかを○で囲む）

する　　・　　しない

フリガナ 性別 　本籍地

青山学院大学大学院入学志願票

　　 入学試験種別 （該当する入学試験種別を○で囲む）

受験番号一般入試　　　・　　　社会人入試　

　　 課程 (該当する課程を○で囲む）  ・  研究科  ・  専攻  ・  コース

　博士前期　　 　・　 　　博士後期  * 選択受験科目

*（博士後期課程
のみが対象)　教育人間科学



2026年度

<様式①>-2 ◎下記すべての項目について必ず記入すること。（但し、論文を書いていない場合は題目の記入不要。）

※ 志願者自身が作成した文章で提出してください。人工知能等が自動作成した文章や他者が作成した文章での提出を禁じます。

　卒業論文題目

　修士論文等題目

　学部における主な研究内容

　研究科における研究内容（博士後期課程志願者のみ記入）

　入学後の研究主題及び研究計画の概要

　研究指導を希望する教員名（要項に記載された教員１名を記入）

　修了後の進路希望（具体的に記入すること）



＊ 　　

ﾌﾘｶﾞﾅ

氏　名

＊通信欄 ＊受付印

＊印のある欄は事務使用欄のため、記入しないでください。

筆記試験の場合
1.試験開始10分前までに試験場に入室すること。
　（筆記試験の時間は入学試験要項で確認してください）
2.受験中は本票を机上に置くこと。

研究科 教育人間科学研究科

2026年度　青山学院大学大学院　受験票

課　程 受験番号

種　別

専　攻

一般入試(秋・春)
・

社会人入試
一般入試

博士前期課程 博士後期課程



　1. 4X3cm 枠なしカラー写真

　2. 正面・脱帽のもの

受験番号 研究科 　3. 最近3か月以内に

*       撮影のもの

　4. 写真の裏面に専攻と
      氏名を記入のこと

*記入不要 　5. 全面糊付けのこと

フリガナ

氏名

*

*記入不要

（住所） （住所）

（氏名） 様 （氏名） 様

宛名ラベル用紙（1） 宛名ラベル用紙（2）

（住所）

（氏名） 様

宛名ラベル用紙（3）…心理学専攻志願者のみ

1）写真票には写真（ﾀﾃ4cm×ﾖｺ3cm）を貼付のうえ，宛名ラベル用紙と切り離して提出してください。
2）宛名記入ラベル用紙（1），（2），（3）は受験票および合否発表送付用です。
　 送付先住所を記入のうえ，2枚（心理学専攻志願者は3枚）を切り離して提出してください。

大学院
使用欄

課程 博士前期 ・博士後期

選択受験科目

試験種別 社会人  ・  一般

写真貼付欄
2026年度　青山学院大学大学院　写真票

教育人間科学　研究科

専攻 専攻

研究科 専 攻

教育人間科学 専攻

専 攻研究科

教育人間科学 専攻

研究科

教育人間科学

専 攻

専攻



＜秋季実施用＞ ＜秋季実施用＞ ＜秋季実施用＞

円

円 円 円

　〈銀行取扱

　期限日〉

　※　２０２５年

　 9月 9日

様 様 　※期限後の
　　取扱不可

年 年

月 日 月 日  FB処理をしていますので、打電CD・ｶﾀｶﾅ氏名
 の順序で打電して下さい。

（ 取扱店  →  御依頼人（志願者） ） （ 取扱店  → 御依頼人（志願者）→ 大学院 ） （ 取扱店保管 ）

《志願者が保管してください》 《出願書類の一つとして提出してください》

☆この用紙は、秋季実施入試用です。 ☆この用紙は、秋季実施入試用です。 ☆この用紙は、秋季実施入試用です。

教育人間 教育人間 教育人間科学研究科

科　目振込依頼書

入学検定料 入学検定料

振　　込　　金
（兼 手 数 料） 受　取　書 振込通知書（大学院提出用）

入学検定料

手数料
手
　
数
　
料
　
振
　
込
　
人
　
負
　
担

三井住友銀行
渋谷支店

金
額 ¥35,000

預

金

種

目

普通預金

口

座

番

号

打電ＣＤ

２０２５　年　　　月　　　日

金
額

御
依
頼
人

取
　
扱
　
銀
　
行
　
切
　
取
　
線

先方銀行 三井住友銀行　渋谷支店

預

金

種

目

㈻青山学院検定（大学院Ａ）

備考

電信扱

ｶﾞｸ)ｱｵﾔﾏｶﾞｸｲﾝｹﾝﾃｲ(ﾀﾞｲｶﾞｸｲﾝｴ-)

㈻青山学院検定（大学院Ａ）

８ ３ ２ ９ ７ ６ ０

9 0 1

ｶﾀｶﾅ氏名

漢字氏
名

備考

受
取
人

預

金

種

目

普通
預金

㈻青山学院検定（大学院Ａ）

円

手数料

８ ３ ２ ９ ７ ６ ０

収納印又は
振替印

※取扱銀行へお願い

手
　
続
　
者
　
切
　
取
　
線

収納印又は
振替印

普通
預金

先方
銀行

口

座

番

号

¥35,000

受
取
人

８ ３ ２ ９ ７ ６ ０

2025 年　　　　月　　　　日

御
依
頼
人

御
依
頼
人

受
取
人

先方銀行

口

座

番

号

金
額 ¥35,000

三井住友銀行　渋谷支店

2025 年　　　　月　　　　日

〈銀行取扱期限日〉 〈銀行取扱期限日〉

上記の金額正に
受け取りました。

収納印又は
振替印

上記の通り
振込みました。

住
所

　（電話）　　　　　　　　－　　　　　　　　　－

◎
各
欄
の
太
枠
の
中
だ
け
ボ
ー

ル
ペ
ン
で
ご
記
入
下
さ
い

。

依頼日

2025 2025
9 9 9 9



＜2月実施用＞ ＜2月実施用＞ ＜2月実施用＞

円

円 円 円

　〈銀行取扱

　期限日〉

　※　２０２６年

　 1月9日

様 様 　※期限後の
　　取扱不可

年 年

月 日 月 日  FB処理をしていますので、打電CD・ｶﾀｶﾅ氏名
 の順序で打電して下さい。

（ 取扱店  →  御依頼人（志願者） ） （ 取扱店  → 御依頼人（志願者）→ 大学院 ） （ 取扱店保管 ）

《志願者が保管してください》 《出願書類の一つとして提出してください》

☆この用紙は、春季実施入試用です。 ☆この用紙は、春季実施入試用です。 ☆この用紙は、春季実施入試用です。

2026 2026
1 9 1 9

〈銀行取扱期限日〉 〈銀行取扱期限日〉

上記の金額正に
受け取りました。

収納印又は
振替印

上記の通り
振込みました。

住
所

　（電話）　　　　　　　　－　　　　　　　　　－

◎
各
欄
の
太
枠
の
中
だ
け
ボ
ー

ル
ペ
ン
で
ご
記
入
下
さ
い

。

依頼日20  　年　　　　月　　　　日

御
依
頼
人

御
依
頼
人

受
取
人

先方銀行

口

座

番

号

金
額 ¥35,000

三井住友銀行　渋谷支店

20  　年　　　　月　　　　日

収納印又は
振替印

※取扱銀行へお願い

手
　
続
　
者
　
切
　
取
　
線

収納印又は
振替印

普通
預金

先方
銀行

口

座

番

号

¥35,000

受
取
人

８ ３ ２ ９ ７ ６ ０

備考

受
取
人

預

金

種

目

普通
預金

㈻青山学院検定（大学院Ａ）

円

手数料

８ ３ ２ ９ ７ ６ ０

電信扱

ｶﾞｸ)ｱｵﾔﾏｶﾞｸｲﾝｹﾝﾃｲ(ﾀﾞｲｶﾞｸｲﾝｴ-)

㈻青山学院検定（大学院Ａ）

８ ３ ２ ９ ７ ６ ０

9 0 1

ｶﾀｶﾅ氏名

漢字氏
名

２０　　年　　　月　　　日

金
額

御
依
頼
人

取
　
扱
　
銀
　
行
　
切
　
取
　
線

先方銀行 三井住友銀行　渋谷支店

預

金

種

目

㈻青山学院検定（大学院Ａ）

備考

入学検定料

手数料
手
　
数
　
料
　
振
　
込
　
人
　
負
　
担

三井住友銀行
渋谷支店

金
額 ¥35,000

預

金

種

目

普通預金

口

座

番

号

打電ＣＤ

教育人間科学研究科

科　目振込依頼書

入学検定料 入学検定料

振　　込　　金
（兼 手 数 料） 受　取　書 振込通知書（大学院提出用）

教育人間 教育人間



＜博士後期課程入試用＞ ＜博士後期課程入試用＞ ＜博士後期課程入試用＞

円

円 円 円

　〈銀行取扱

　期限日〉

　※　２０２６年

　 1月9日

様 様 　※期限後の
　　取扱不可

年 年

月 日 月 日  FB処理をしていますので、打電CD・ｶﾀｶﾅ氏名
 の順序で打電して下さい。

（ 取扱店  →  御依頼人（志願者） ） （ 取扱店  → 御依頼人（志願者）  → 大学院 ） （ 取扱店保管 ）

教育人間科学研究科
教育人間 教育人間

2026 2026
1 9 1 9

〈銀行取扱期限日〉 〈銀行取扱期限日〉

※取扱銀行へお願い

上記の金額正に
受け取りました。

収納印又は
振替印

上記の通り
振込みました。

住
所

　（電話）　　　　　　　　－　　　　　　　　　－

◎
各
欄
の
太
枠
の
中
だ
け
ボ
ー

ル
ペ
ン
で
ご
記
入
下
さ
い

。

依頼日20  　年　　　　月　　　　日

御
依
頼
人

御
依
頼
人

受
取
人

先方銀行

口

座

番

号

金
額 ¥35,000

三井住友銀行　渋谷支店

20  　年　　　　月　　　　日

収納印又は
振替印

手
　
続
　
者
　
切
　
取
　
線

収納印又は
振替印

普通
預金

先方
銀行

口

座

番

号

¥35,000

８ ３ ２ ９ ７ ６ ０

備考

受
取
人

預

金

種

目

普通
預金

㈻青山学院検定（大学院Ａ）

円

手数料

８ ３ ２ ９ ７ ６ ０

電信扱

ｶﾞｸ)ｱｵﾔﾏｶﾞｸｲﾝｹﾝﾃｲ(ﾀﾞｲｶﾞｸｲﾝｴ-)

㈻青山学院検定（大学院Ａ）

８ ３ ２ ９ ７ ６ ０

9 0 1

ｶﾀｶﾅ氏名

漢字氏
名

金
額

御
依
頼
人

取
　
扱
　
銀
　
行
　
切
　
取
　
線

先方銀行 三井住友銀行　渋谷支店

預

金

種

目

㈻青山学院検定（大学院Ａ）

備考

受
取
人

手数料
手
　
数
　
料
　
振
　
込
　
人
　
負
　
担

三井住友銀行
渋谷支店

金
額 ¥35,000

預

金

種

目

普通預金

口

座

番

号

打電ＣＤ

２０　　年　　　月　　　日

《 志願者が保管してください 》 《 出願書類の一つとして郵送してください 》

科　目

入学検定料 入学検定料

振　　込　　金
（兼 手 数 料） 受　取　書 振込通知書（大学院提出用） 振込依頼書

入学検定料



貼付用紙 
 

◎枠内を記入してください。                         【入学検定料】 

研 究 科                 専  攻 専攻 

受験番号 
(記入不要) 

     
課  程 

○で囲む 
修  士  ・ 博士後期 

フリガナ  

連絡先    （    ） 
氏  名  

                                       ※連絡先には日中連絡がつきやすい電話番号を記入のこと 

①「取扱明細書」または「取扱明細書兼 

領収書」の「収納証明書」部分を切り取り、 

はがれないように全面のり付けして 

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

支払方法（当てはまるものに〇をつけてください） 

・コンビニ 

・クレジット 

 

 

②金融機関にて必要金額を振込後、振込通知 

書（大学院提出用）をはがれないように 

全面のり付けしてください。 

金融機関の収納印の無いもの、金額が 

訂正されたものは無効です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青山学院大学大学院 2026 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
はがれないように 

全面のり付け 

してください。 

 ②振込通知書（大学院提出用）*金融機関から振込の場合  

 ①収納証明書 *コンビニエンスストア支払いもしくはクレジットカードでの支払いの場合  

② 振込通知書

(大学院提出用) 

貼付欄

① 収納証明書 貼付欄 

はがれないように全面のり付け 

してください。



<様式②>-1 教育学専攻　研究計画書
※

＊記入上の注意： ①所定の記入スペース内に収まるように記入すること。

②ワープロ等で作成・印刷した別紙をこの用紙に糊付けしたもの、あるいは糊付けしたものを
 　　　　　　　　　　　　コピーして提出することも可。ただし、糊付けする別紙は所定の記入スペースに収めること。
　　　　   　 　　　　　  ③手書きの場合はボールペンまたはペン書きとする。（色は黒または青）

※ 志願者自身が作成した文章で提出してください。人工知能等が自動作成した文章や
他者が作成した文章での提出を禁じます。

2026 年度

博士後期課程（一般入試）

大学 学部 学科

大学院 研究科 専攻

年 月 卒業　・　卒業見込　・　修了　・　修了見込　（〇で囲む）

研究テーマ（主題および副題）

<教育学専攻研究計画書>

受験番号

博士前期課程（　社会人入試・一般入試　）

◆これまでに進めてきた研究活動の概要または研究関心の所在について述べなさい。

氏　名

ﾌﾘｶﾞﾅ

　出身校および
出身学部・学科
（研究科・専攻）

課程・種別
（〇で囲む）

　研究指導を
希望する
教員名



<様式②>-2
2026 年度

<教育学専攻研究計画書>

◆前記の概要または研究関心を大学院入学後どのように具体的に展開するかについて、その研究対象
と研究方法、および分析の視点などについて、それぞれ関連づけて、具体的に述べなさい。

◆あなたの研究テーマに関する代表的な先行研究を数点挙げ、それとあなたの研究計画との関係につ
いて説明しなさい。



 

                    1 5 0  8 3 6 6 
 
 
 
 
 
 
 

    東京都渋谷区渋谷４－４－２５ 

   

 

（大学院入学試験・出願書類在中） 

 
出願期間中の消印有効    

 
 
 
 
 
 

フリガナ  

氏 名  

住 所 

 
 

TEL.     (      )         

研究科・専攻 

・コース 
教育人間科学 研究科      専攻       コース 

課 程 博士前期課程    ・   博士後期課程 

入試種別 一般入試    ・   社会人入試 

※ 課程・入試種別：該当するものを○で囲んでください 

（2026 年度入試用 青山学院大学大学院） 

簡易書留 

青山学院大学 学務部教務課 
大学院入試願書受付係 御中 

郵  便 

 

切  手 

速  達 

（二つ折厳禁） 




